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「県広報とやまJI<J:、4・6・8・10・1月{年5回)発行で新聞折
込みにより倉家庭にお届けします。また、県の各施段や市町村
役場、図書館、文化ホールなどでも配布しているほか、本号と
バックナンバーは、県庁広報課のホームページで閲覧てでます。
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未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と
共
に

サ
ケ
が
回
帰
す
る
川
ヘ
。

毎月第3日曜lel:f鴨川清掃デーJ

司

調

津
市
街
地
を
流
れ
る
鴨
川
は
片

医

臨

員
川
の
支
流
。
川
底
に
は
水
生

植
物
の
パ
イ
カ
モ
が
育
ち
、
鮎
や
ヤ
マ
メ

が
群
れ
る
清
ら
か
な
川
で
す
。
ま
た
、

下
流
の
川
床
か
ら
湧
き
出
る
片
員
川

の
伏
流
水
は
「て
ん
こ
水
」
と
呼
ば
れ
、

生
活
用
水
の
ほ
か
、
か
ま
ぼ
こ
製
造
に

も
使
わ
れ
る
な
ど
、
古
く
か
ら
人
々
の

生
活
に
も
深
く
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
鴨
川
の
美
化
環
境
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
の
が
、
「鴨
川
に
も
サ
ケ

を
呼
ぶ
会
」
の
皆
さ
ん
。
昭
和
日
年
2

月
の
発
足
以
来
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

と
定
期
清
掃
や
サ
ケ
の
放
流
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
魚
津
市

内
す
べ
て
の
小
学
校
で
稚
魚
の
飼
育
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
河
川
に

放
流
す
る
な
ど
、
会
の
活
動
は
全
市
的

な
環
境
教
育
へ
と
広
が
り
、
平
成
は
年

に
は
地
域
づ
く
り
団
体
自
治
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
サ
ケ
が
回
帰
す
る
川
に
」
と
ス
タ
ー

ト
し
た
会
の
活
動
も
、
今
年
で
初
周
年。

こ
れ
ま
で
に
回
帰
し
た
サ
ケ
は
累
計

1
2
9
匹
と
な
り
、
鴨
川
は
地
域
の
た

か
ら
も
の
と
し
て
大
切
に
守
り
育
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

村木小学校の子どもたちと湾得活動

「鴨JIJ(こもサケを呼13i会J会長谷口喜博さん(魚津市)

20周年事業として「山、森.)11、

海に学I3iJをテーマに、各地で

サケの放流活動をしている団体

や子どもたちとの交流や講演会

などを計画しています。これか

らもf心霊かな子どもたちを育

てようJを合言葉に、美化活動や

環境教育を遇して心の交流を深

めていきたいと願っています。

富山県では、「地域のたからものJを再発見し、地域の魅力づくりに向けた取組みを応援する「とや

ま未来遺産j発掘事業を進めています。平成19年6月に13の「とやま未来遺産Jを選定しました。

国元気とやまキーワード

fとやま未来温度JとIct?
県庁知事政策室地域振興課 TEL076-444・3949
http://miraiisan.pref.toyama.lg.jp E輔語審楢・

目ト箱

h
F
b
と
れ
か
ら
の
少
子
化
対
策
と
し
て
、
ポ

戸

同

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
な
ど
社
会
全
体
で

1

子
育
て
家
庭
を
支
え
て
い
く
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
が
、
富
山
県
で
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
か
っ
・

少
子
化
対
策
を
進
め
る
に
は
、
子
ど
も
を

育
む
家
族
の
素
晴
ら
し
さ
が
認
識
さ
れ
、

地
域
社
会
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
応
接

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
昨
年
旧
月
か
ら
、
家
族
の
ふ
れ
あ
い

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
機
会
を
摺
や

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
子
育
て
家
庭
を

地
域
社
会
全
体
で
応
援
す
る
「
と
や
ま
子
育
て

応
援
団
」
(
裏
面
の
優
待
券
参
照
)
に
思
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
、今
年
度
新
た
に
、県
と
市
町
村
が
協
力
・

連
携
し
、
子
育
て
支
援
活
動
に
意
欲
の
あ
る
方
を

対
象
に
保
育
所
や
児
童
館
な
ど
地
域
の
身
近
な

施
設
に
お
い
て
、
伝
統
芸
能
や
昔
遊
び
の
教
授
、
読

み
聞
か
せ
活
動
な
ど
の
様
々
芯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
「
子
育
て
シ
ニ
ア
サ
ポ

ー
ト
事
業
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
家
庭
、
地
域
、
企
業
、
行
政
が
一体

と
な
っ
て
、
効
果
的
な
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支

援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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宜

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
と
や
ま
目
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憲
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富
山
型
@

@

診
療

200ア年8月

質
の
高
い
が
ん
医
療
を

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
社
会
へ

日
本
人
の
死
亡
原
因
第
1
位
は
が
ん
。
今
や
3
人
に

1
人
以
上
が
、
が
ん
に
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

富
山
県
に
お
い
て
も
、
毎
年
約
6
千
人
の
方
が
新
た
に
が
ん
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
げ
年
に
は

総
死
亡
数
の
約
3
割

(
3
1
8
8人
)
の
方
が
、
が
ん
で
亡
く
な
ら
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
が
ん
は
県
民
の

健
康
に
お
け
る
最
大
の
脅
威
で
あ
り
、
そ
の
克
服
は
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

備
闘
員

ω

富
山
型
が
ん
診
療
体
制
と
は

県
で
は
、
県
内
8
つ
の
「
が
ん
診
署
連
携
拠
点

病
院
」を
中
心
に
、
各
医
療
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の

得
意
分
野
を
活
か
し
て
連
携
し
な
が
ら
、
が
ん

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
の
早
期

発
見
や
治
療
法
の
選
択
に
有
効
な
P
E
T
(陽
電

県応顎亡Tヨま

-日本に多いがん以外のがん(棒、頭頚部、跨航、腎、小児、造血器のがん、職業がん)に対応

.がん登録の推進

富山型がん診療体制

県がん診療遵傍鎚点病院
(県立中央病院)

検査と診断 研修 血

-a嗣~閣剖厩面~J買掛詰寄iヨ・ 『岨..... 

日本に多いがん(肺、胃、肝、大腸、乳がん)の治療中心

-セカンドオピ二オン、緩和ケア、病病病診連携、地域連携クリ二力ルパス、相談支援センター等

・新川、富山、 高岡、砺波の医療圏ごとに得意な分野を特定

- すべてのがん~療運携拠点病院で先駆的取組みを推進(がA治樹首報公君主在宅がん患者の治療促進、がん患者会支援等J

化学療法 .. 胃がん 大腸がん . 血液がん
(厚生運高綱病院) ぺ (富山市民病院) : (黒部市民病院)

女性のがん放射線治療 .. 高度先進医療治験 : 悪性中皮腫
(高岡市民病院) : ~ (富山大学病院) ・ (富山労災病院)

砺波医療園 。.高岡医療圏 '..・M ・-富山医療圏…... ヘ“"新川医療圏

※すべての病院で日本に多いがんの治療ができます。

北陸アスベスト疾患センター
{富山労災病院)

特定機能病院(がん治療部}
(富山大学病院}

医師益成・派遣

が ん の 専門医療を連携して提供

共同利用型PETセンター

肝がん
(砺波総合病院)

子
放
射
断
層
撮
影
装
置
)
を
各
医
療
機
関

や
企
業
が
共
同
で
利
用
す
る
全
国
初
の
シ

ス
テ
ム
「
共
同
利
用
型
P
E
T
セ
ン
タ
ー
」

を
整
備
す
る
な
ど
、
新
た
な
「
富
山
型
が
ん

診
療
体
制
」
を
構
築
し
、
が
ん
医
療
の
均
て

ん
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

が筒
ん回
~ I富

豪⑤
の
連
携

地
域
に
お
け
る
が
ん
診
療
連
携
を

推
進
し
、
質
の
高
い
が
ん
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
確
保
す

る
た
め
、
ニ
疋
の
要
件
を
満
た
す
病

院
が
「
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

{県
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
】

.県
立
中
央
病
院

{地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
】

.黒
部
市
民
病
院
、
富
山
労
災
病
院
、

富
山
市
民
病

院
、
富
山
大
学

附
属
病
院
、
厚

生
連
高
岡
病

院
、
高
岡
市
民

病
院
、
砺
波
総

合
病
院

誼睡溢型民一

O
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
主

な
役
割

①
が
ん
専
門
医
、
看
護
師
芯
ど
医
療

従
事
者
を
対
象
と
し
た
研
修
の
実
施

②
院
内
が
ん
登
録
の
実
施

③
椙
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
患
者

や
家
族
の
療
養
上
の
相
談
等
の
実
施

県鎚点病院の県立中央病院

O
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
お
け
る

先
駆
的
な
取
組
み

①
す
べ
て
の
病
院
で
敷
地
内
禁
煙
を
実
施

②
が
ん
治
療
に
関
す
る
主
要
芯
評
価
指

標
の
公
表

・
胃
・
大
腸
・
乳
が
ん
に
つ
い
て
の
5
年

生
存
率
を
公
表

・
医
師
の
専
門
分
野
、
人
数
、
治
療
デ
ー

タ
な
ど
を
公
表

③
が
ん
患
者
会
の
強
化
及
び
患
者
・家

族
に
対
す
る
相
談
支
援
体
制
の
整
備

・
各
病
院
内
の
が
ん
患
者
会
の
相
互
交

流
を
支
援

・「
が
ん
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の
開
設

・
専
門
医
に
よ
る
医
学
講
座
シ
リ
ー
ズ

を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
映

④
緩
和
ケ
ア
外
来
や
外
来
化
学
療
法
の
実
施

.
緩
和
ケ
ア
外
来
の
開
設

.
外
来
化
学
療
法
の
充
実

⑤
患
者
の
在
宅
療
養
を
支
援
す
る
体
制

の
確
立

・郡
市
医
師
会
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョン、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
、

在
宅
療
養
患
者
へ
適
切
な
ホ
l
ム
ド

ク
タ
ー
を
紹
介
す
る
シ
ス
テ
ム
の
確
立

-
M
時
間
在
宅
緩
和
ケ
ア
の
実
施
に

向
け
、
緩
和
ケ
ア
外
来
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
な
が
ら
医
師
会
、
訪
問
看
護
等

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

⑤
院
内
か
ん
登
録
の
精
度
の
向
上

・
質
の
高
い
院
内
が
ん
登
録
の
整
備
に

向
け
、
県
内
の
診
療
情
報
管
理
士
の

研
修
会
や
情
報
交
換
を
支
援

⑦
共
同
利
用
型
P
E
Tセ
ン
タ
ー
と
連

携
し
た
が
ん
診
断
・
治
療
体
制
の
構
築

・P
E
Tセ
ン
タ
ー
(
本
年
日
月
末
に
開

所
予
定
)
と

が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院

が
連
携
し
、

診
断
・
治
療

を
行
う
体
制

を
構
築

備
闘
員
③

9
月
は
「
が
ん
征
圧
月
間
」
で
す
!

県
で
は
、
が
ん
の
予
防
か
ら
検
診
・

医
療
・
調
査
研
究
に
至
る
総
合
的
な

が
ん
対
策
を
進
め
、
「
富
山
型
が
ん
診

療
」
の
一層
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に、

9
月
の
「
が
ん
征
圧
月
間
」
に
は
、

が
ん
の
正
し
い
知
識
の
普
及
ゃ
が
ん
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
検
診

の
受
診
勧
奨
な
ど
を
行
い
ま
す
。

PET/CT装鐙

-E宝冨園璽E・・
富山県内の乳がん患者会(平即時7月現在)

.あけぼの会富山支部

〒930-0805富山市湊入船町6-7

富山県民共生センターサンフォルテで奇数月に活動

Te1.076-422・4363 筒固まで(20~22時のみ)

・ひまわりの会

〒939・8511富山市今泉北部町2・1富山市民病院内

Te1.076-422・1112(代)外科・乳腺外科外来の看護師まで

・We!すす5んの会

〒939-8208富山市被爆町1・5・1女性クリニックWelToyama内

Tel.076・493・5580看鑓師の加藤まで

・スマイルリボン

〒930・8550富山市西長江2・2・78県立中央病院内

Tel.076・424・1531(代)3階北病棟看護師の酒井まで

・ハッピーリボン

〒933・8550高岡市宝町4・1高岡市民病院内

Tel.0766・23・0204(代)外科外来山谷まで

清水貞子さん(富山市在住)

私は、昨年マンモグラフィーによる乳

がん検診で精密検査が必要となり、乳

がんと診断されました。9ヵ月にわたっ

て抗がん剤授与、手術、放射線などの治

療を行い、今後は再発、転移発見のため

の定期検診を受けていく予定です。

私のがんは、発見不可能に近く、やっ

かい忽細胞でしたが、がん検診のおかげで命を助けてもらい、検

診の必要性を強く感じました。是非、定期的にがん検診を受けて

ほしいと思います。

また、私は、今年4月に県立中央病院にできた乳がん患者会「ス

マイルリボンjに参加しています。がん患者同士が月に1回集まり、

お互いの悩みを話し、情報交換しています。この会で勇気や希

望をもうい、生きる力と芯っています。これからも会員の皆さん

が明るく前向きに怒れるお手伝いをしたいと思っています。

「がんと向き合い、前向きにがんと闘っていますJ91/1 (土)Iがんホットライン(無料電話相談)

日 時:平成19年9月1日(土)13:00-16:00 

利用方法:事前申込み不要。当日、フリーダイヤルに直簸電話してください。

(ただし、がん診療連携拠点病院の相談支援センターでも事

前相談をファックス等で受け付けています。)

フりーダイヤ)[，，:0120-601315

9/2 (日>1がん情報サービス向上に向けた地域懇話え

主催厚生労働省、国立がんセンター、富山県、県立中央病院

日時:平成19年9月2日(日)14:00-16・00

会場.県立中央病院 5踏ホール(富山市西長江2-2-78)

参加者.患者及ぴその家族並びに住民、医療従事者等

申込み.事前申込みは不要。当日会場へ直接.<5、越しください。

乳がん患者会では、患者同士が不安を打ち明け合ったり、
医療情報を交換しているほか、医師等による勉強会も開

催しています。一人で悩ます、お気軽にと参加ください。

県庁健康課 TEL076-444・3224 国頑とやまキーワード

http://'附 w.pref.toyama.jpfcms _ secf120州00004770.html PETとは?

fPositron Emission Tomography(陽電子放射断層慢影装置)Jの略。ブドウ糖に似た放射性薬剤を注射し、

吸収状態を撮影するもの。がん細胞は正常な細胞と比べてこの薬剤を多く吸収するので、がんが発見されやすくなる.

ケーブルテレビ「がん医学講聞の政送

「富山県のがん診療のいま~がん専門医が分かりゃすく教えます-J
放送時間:約20分間

放送日時 9月のがん征圧月間を中心に複数回政送します。

(予定) [乳がんJ 8月 1 8日~8月3 1 日までの期間内
[胃がんJ 9月 1 日~9月 1 4日までの期間内

[肺がんJ9月15日-9月28日までの期間内

※詳しくは、各ケーブルテレビの醤組衰をご覧ください。

E摺層調



県広穏亡恒ま

Z空f界に開かれた演劇の聖地

「利賀芸術公園」が、富山を元気にする。

2007年8月3 

「利賀フエステイ/りレJの開催で知られる利賀芸術公園。古代ギリシャに原形を求めた[野外劇場jや日本

最大規模の合掌造り劇場「新利賀山房Jなどを舞台に繰り広げられる演劇は、利賀芸術公園でしか観られ

ない魅力にあふれ、世界をリードする多くの文化関係者からも高く評価されています。
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介
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。
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世
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f也界の泉てからこんにちはJ(演出鈴木 忠志)
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中高生舞台芸術鋒賞会
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触
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を
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ぶ
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。
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8月25白(土)

16:00朗演 IB:<1<1
老貴婦人の訪問

演出。中島1I1人

8月24日(金}8月23日(木)
17:00開演 匿E

老貴婦人の訪問
演出。申島忽人

14:00棚田E
スズキ・メソッド

デモンストレーシヨン
とQ&A

]
花

一隊
一
綿

匡
の
点

鵬

扮

駈

閣

制

細

η
4
6
 

15:00開演 1B;$: 1 

二十七台分の梅花
演出傭之 点

-手IJ賀フェスティJ(Jレ2007公演スケジュール

8月17日(金) 8月18白(土)

17:00糊 巨亙zl 16∞蹴巨亙E
夢滋病者たち 夢遊病者たち

演出。M.S.:Jョルジエッティ 演出川.S.ジヨJレジ工ッティ

14:00開演 IB*I
スズキ・メソッド

デモンストレーシヨン
とQ&A

野外劇場での公演は対自力!

.豆とやま@ ごっつお [箇力]小矢部時抑制隣

ミニトマトのレモン漬
利 賀 山房

新利賀山房

20・00棚田E
世界の果てかうこんにちは

演出鈴木忠志

14:00開演 IB*I
鈴木忠志作品上映
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20・00開演巴E
世界の果てからζんにちは

演出鈴木忠志

14:00開演 IB*I
鈴木忠志作品上映
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野 外 劇 場

ミ二トマトがデザートに!?そんな

戸惑い (?)も一瞬にして吹き飛

ぶおいしさ。脇役になりがちなミ

二トマトを主役に昇格させた画期

的なアイディアメニューです。今

が旬のトマトの甘みと爽やかなレ

モンの香りは椙位パックン。トマ

トが苦手なお子様にもぜひ作って

あげてみてはいかがでしよう。

20:00隅田E
犬神

原作寺山修司

お問い合せ:(財)舞台芸術財団演劇人会議 利賀事務所Tel.0763・68・2356

特設野外劇場

;事Ij賀フエステ川直通パスの運行 匡圏 : 

。運行日 :8月18日(土)、25日(土) r世界の果てからこんにちはJ: 
8月23日(木) rシラノ・ド・ペルジュラックJ: 

O運行区間:富山駅北口ー高岡駅南口から利賀芸術公固までの往復

。パス代(往復・夕食込): 3.000円

。予約・問合せ先:利賀芸術公園 Tel. 0763-68・2028

※道路状況により到着時間が遅れる場合があります。

第14回

BeSeTo演劇祭利賀開催
BeSeTo演劇祭が、3年ぶりに利賀

に帰ってきます。中園、韓国の舞台作

品が、利賀詣胎園にてゐ演されます。

ご期待ください。

程 :9月1s(土)

-・laJi諸道1i~軍N国[lJ};討簡略主語自信ヨ・

(・作り方 1人分/約72k儲 I ) 

①ミニトマトはヘタを取り、楊枝で先を突いておく。

@ゆを熱湯にサッと通して冷水{氷水)Iことり、皮をむく。

③小鏑lこ水とグラニュー糖定入れて溶かし、粗熱をとる。

④③を密閉容器に移してスライスレモンとミニトマト

を加え、冷蔵庫でよく冷やす。

⑤器にスライスレモンを敷いてミ二トマトを盛り、ミン

トを添えて出来上がり。

(・材料・分量(4人分) ) 

ミニトマト・・・・・・・・2パック

スライスレモン・・・・・1個分

シ勺キヨ;:)

県庁文化振興課 TEL 076-444・3455
h悦p:/lwww.pref.toyama.jplcms_secl171町index.html

自

日本中国・韓国の共同演劇祭(開催は3カ国持ち回り)0 BeSeTol<l:、

Beijing(北京)、Seoul(ソウル)、Tokyo(東京)の頭文字をとったもの。

-湯通しl草、皮がはじける感じを引上げの目安に.
.食べごろは、冷蔵庫に入れてから半日程度.

-食べる鰐は、シロップをたっぷりかけて。
-凍らせてシャーベットにしてもGOOD!

国 元 気とやまキーワード

BeSeTo演劇祭とは?

8eo創B
i金
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ぷ認識謝2言語吉せ
2007年8月県応顎亡恒ま

こんにちは富山県です
[毎週土曜]9:30-9:45
8月 4日 いのちの教育

11日 生まれ変わった都市の水辺~富岩運河環水公園~
18日男女共同参画計画
25日 福祉ザーピス第三者評価制度

北日本放送テレビ富山県立近代美術館富山市西中野1刊刊 TEL076-421-7111 

開館:9:30-17:00(入館は16:30まで)休館:月躍、祝日の翌日(8/旬、9/3(;t開館)
企画展料金:一般900円(700円)、大学生650円(500円)、小中高生無料

※( )内は20名以上の団体料金
交通:富山駅(cic僕)から富山ミューシヲムパス(線南ルート)で約10分(無料)
htlpjfwW.N .pref .toyama.jp/branches/304213042.htm 

来年3月大学等事業
予定の学生、転車量。U
ターンを希望する若
者芯どを対泉に参加
企業約190社で開
催します。

一足
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一
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サ
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一
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8/17.20 

「一一[毎週日曜]9:00-9:25
8月12日 演劇にアートl夏lま利賀が面白い1

19日 とれでメタボ解消!生活習慣を見直そう1
26日 富山県警山信警備隊

1ロ出院富副即山似…メ[毎週火擢]21:55-21恥:58
県が取り組んでいる事業やイベントの内容などをわかりやすく
タイムリーにお知らせします。

富山テレビ

「一報スク工ア FMとやま
[毎週月曜~金曜110:50-10・55、{再)17:30-17:35<懸終章姻除。

[毎月最終金曜日0:50-11:00、(再)1 7:30-1 7:40 
※毎月最終金曜は「知事の県政ざっくばらんjとして、知事が最新の
話題について語ります。

!励、5の蹴せ一一
。富山シティエフエム 。ラジオたかおか Oラジオ・ミュ-

Oエフエムとなみ [毎遇月随朝、毎週金畷夕方]告2分半

!新聞広報県か5の蹴せ
8月4日(土)、11日(土)、18日{土)、25日(土)の朝刊各紙に掲載予定
※4臼(土)、 18日(土)は、一部の朝刊には掲裁しません。

!富山県ホームページ
http://www.pref.toyama.jp/ 

美術のおくりもの

山種美術館所蔵名晶展
東山魁夷、高山辰雄、上村松筆のほか、近・

現代を代表する日本画家の作品を選り

すぐり、近・現代の日本画の豊かな表現

世界を紹介します。

・期間:9月1日(土)-10月8日(祝)

アートの世界へょうこそ
.期間:-8月26日(日)仕事と子育て両立支援セミナー2007

(13:30-サンフォJレデ2階ホール)

知事のタウンミーティング
(14・00-射水市小杉文化ホール[ラポール])

森づくりボランティアの集い
(10:00-南砺市桜ケ池公園展望台周辺)

県民芸術文化祭2007総合フエスティJ¥ル
{高岡文化ホール)(-24日)

30 

2 91 

高山辰雄「中秋J1986年

富山県水墨美術館 富山市五福n7TEL076・431・3719

開館:9:30-17:00(入館は16:30まで) 休館:月曜、祝日の翌日
企画展料金:一般900円(700円)、大学生650円(500円)、小中高生無料

※( )内は20名以上の団体料金
交通:富山駅(cic検)から富山ミュージアムパス(呉羽山ルート)で約6分(無料)
htlpjfwW.N .pref .toyama.jp/branches/3044/3044.htm 

12  Qu  
県政クイズ
Oの中に言葉を入れてください。
ヒントはクローズアップとやまページ(3P)にあります。

国際公募:墨画トリ工ンナーレ富山
.期間:-8月19日(日)

f日本近代闇家の絶筆J展
死を前にした画家は最後に何を見、

何を表現するのでしよう。多彩な「絶

筆Jが見せるさまざまなドラマを感

じてくださしミ。

・期間:8月24日(金)-9月30日(日) 下村銀山f竹の子(絶筆)J
昭和5年東京国立近代美術館寄託

2007 

最近の動

とやま起業未来塾開校

越中とやま食の王国フェスタ実行委員会設立

総会及び第1回実行委員会

第1田県消防広域化推進計画検討委員会

新観光キャッチフレーズ等選定委員会

木材試験場竣工式

工コライフ-アク卜大会

県議会定例会(-27日)

世界文化遺産セミナー(写真①)

き
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61 

①立山黛部地域の世界文
化遺産蛍録に向け.基調筒

演やパネルディスカッション
を過してふるさとの魅力を
再発見した。一旦とやま子育て家庭応援企業・団体連絡会

近代美術館魅力向上検討委員会

県民歩こう運動推進大会{写真②)

28 

28 
71 1 

8月に利賀芸術公園において、

rooフェスティパjレ2007Jが開催されます。

霞雪

正解者の申から58の方lこ、

.... rBeSeTo演劇祭鑑賞券jを /

プレゼントします。
(公演目は9月18.演目の還奴はできません.)

.応募方法・・・はがきにクイズの答え、郵便
番号、住所、氏名、年齢と本紙の感想を
記載し、下記まで。

.宛先…干930・8501(住所記入不要)
県庁広額縁f県広報とやま8月号クイズ係」

・締切…8月17日(金)(必漏) 上演予定作品r"tc中たちJ帰国)

当選の発表は、プレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

②約350人の参加者が射
水市新湊地区を元気に歩
いた。

中小企業との対話

活力とやま創造経済懇談会

立山・黒部地域の文化資産にかかる有識者懇設会

がん対策推進本部

知事のふれあい対話(内山邸)(写真③)

③内山邸ボランティア、生
11花・茶会関係者等の皆さ
んと内山邸の魅力発信と
活用について対話した。

毎月第3目隠呂(とやま県民家庭の日)

から始まる1週間を申心に‘18歳未満

の子ども連れの家族が協賛屈の優待サ
ービスを受けることができます。この機
会にぜひ家族そろってお出か11ください。

詳しくは、
http://kosodate.derideri.ip/ 
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第8回世界自然・野生生物映像祭
富山田際会綴場(メイン会場)ほか、県内5会場

世界40カ国、334本の自然・野生生物

映像の中から厳選された35本の入選

作品が会期中に上映されます。

.期間:8月23日(木)-8月26日(日)

.料金:(メイン会場)1日券500円 4日券

1，000円{高校生以下は無料)
.お問い合せ:NPO法人地球映像ネットワーク

富山事務局TEL0763-37・0003

《札たい国富山

|県 |政)の |動 |き
今後の予定

決める、夏!若者のための合同企業説明会
(13:00-とやま自遊館・サンフォルテ)

地域産業活性化協議会

新潟県中越沖地震に係る部局長会議{写真③)

~. 11 ょ 置 ③新潟県中越沖地震の照
内被害状況の報告後、今後
の対応について確認され
た。

ン/ー
「くらしたい園、富山J推進本部第1回会議
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